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(百万円未満切捨て)
１．平成28年１月期第２四半期の連結業績（平成27年２月１日～平成27年７月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年１月期第２四半期 3,629 14.7 △135 － △24 － 213 －

27年１月期第２四半期 3,164 － △558 － △546 － △653 －
(注) 包括利益 28年１月期第２四半期 142百万円( －％) 27年１月期第２四半期 △795百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年１月期第２四半期 5.54 5.52

27年１月期第２四半期 △16.98 －
　

（注）平成27年１月期第２四半期の対前年同四半期増減率は、会計方針の変更に伴い遡及修正が行われたため、記載してお
りません。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年１月期第２四半期 32,447 30,657 94.2

27年１月期 32,924 30,883 92.3
(参考) 自己資本 28年１月期第２四半期 30,564百万円 27年１月期 30,396百万円

　
（注）第１四半期連結会計期間より会計方針の変更を行っているため、平成27年１月期については、遡及処理後の数値を記

載しております。
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年１月期 － 0.00 － 0.00 0.00

28年１月期 － 0.00

28年１月期(予想) － － －

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　 平成28年１月期の配当額は未定であります。

３．平成28年１月期の連結業績予想（平成27年２月１日～平成28年１月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,700 2.4 △480 － △480 － △480 － △12.45
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

第１四半期連結会計期間より会計方針の変更を行っているため、対前期増減率は、遡及修正後の数値を用いて算出し
ております。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年１月期２Ｑ 39,233,100株 27年１月期 39,203,100株

② 期末自己株式数 28年１月期２Ｑ 658,546株 27年１月期 681,246株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年１月期２Ｑ 38,547,848株 27年１月期２Ｑ 38,519,308株
　

・自己株式数については、株式給付信託口が所有する当社株式（28年１月期２Ｑ：657,400株、27年１月期：680,100
株）を含めて記載しております。

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に掲載されている業績予想に関する記述は、当社および当社グループが本資料の発表日現在で入手可能な
　情報から得られた判断に基づいていますが、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、当社および当社
　グループの事業をとりまく経済情勢、市場動向、為替レートなどに関わる様々な要因により、記述されている業
　績予想とは大幅に異なる可能性があることをご承知おきください。
・期末の配当予想につきましては、今後も経営環境に不安定要素が多いため、現段階では未定とさせていただきま
　す。なお、予想額は状況を見極め速やかに開示いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成27年２月１日～７月31日）の当社グループを取りまく環境としましては、国内

経済におきましては、個人消費が弱含みで推移しながらも企業部門では設備投資に持ち直しの兆しが見られ、総じ

て緩やかな改善基調が続いております。他方、世界経済におきましては、金融政策の正常化を目指す米国では景気

の着実な回復が進み、欧州でもユーロ圏景気の回復傾向が持続しておりますが、ギリシャ債務危機等の金融不安へ

の懸念が景気下振れリスクの要因となり、また、中国経済も依然として減速が続いています。

このような環境の下、当社グループは、携帯電話端末や情報家電等の組み込みソフトウェア分野で培ったスマー

トデバイス技術とクラウド技術、ならびにネットワーク関連技術を応用・発展させた新規事業による事業構造転換

を図り、とりわけIoT（Internet of Things：モノのインターネット）分野、クラウドサービス分野、ネットワーク

仮想化分野を注力分野に位置付け、下記のような取り組みを展開いたしました。

なお、当社グループは、企業活動の実態に即し、第１四半期連結会計期間より報告セグメントを変更しており、

当第２四半期連結累計期間の比較・分析は、変更後のセグメント区分に基づいております。セグメント情報に関す

る詳細は「３．四半期連結財務諸表 （４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等）」の「３

報告セグメントの変更等に関する事項」をご参照ください。

○ ソフトウェア事業（国内）

携帯電話端末及び情報家電の関連分野において、既存製品の収益性の維持に努めつつ、IoT分野及びクラウドサー

ビス分野において新規事業の開拓・顧客基盤拡充に注力しております。

当社グループのIoT及びクラウドサービス分野への取り組みとして、O2O（Online to Offline）サービスをはじめ

とする幅広い分野への応用が期待される位置情報ソリューション「ACCESS ™ Beacon Framework（ABF）」や法人向け

クラウドサービスシリーズ「JINSOKU.biz ™（ジンソクドットビズ）」等の個々の先進ソリューションの市場浸透を図

ると同時に、IoTサービス向けの諸技術要素と、ユーザー管理やデータ管理等の諸機能を管理する共通サービス基盤

であるBaaS（Backend as a Service）を統合したクラウドソリューション「ACCESS Connect ™」を提供し、顧客企業

のIoT製品・サービスの開発・運用を包括的に支援しております。これらのソリューション提供を通じ、先ずは様々

な業界においてモノとモノの自動連携に人の判断を加えたM2M2H（Machine to Machine to Human）サービスのユー

スケース開拓を推進しており、ソフトバンクグループ、株式会社クレディセゾン（本社：東京都）、ネスレ日本株式

会社（本社：兵庫県）、日本交通株式会社（本社：東京都）、株式会社富士通ゼネラル（本社：神奈川県）、株式会社

東京ドーム（本社：東京ドーム）等に各種ソリューションが採用されています。

また、電子出版プラットフォーム「PUBLUS ™（パブラス）」シリーズにつきましては、引き続きマンガ・雑誌分野

での事業展開を推進し新たに株式会社Gunosy（本社：東京都）の「グノシーマンガ」サービスに採用されたほか、

教育分野への水平展開を図り、ベネッセコーポレーション株式会社（本社：岡山県）や株式会社日本能率協会マネ

ジメントセンター（本社：東京都）等へサービス提供を行っております。

ソフトウェア事業（国内）
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

前年同四半期比

外部顧客への売上高 1,669百万円 1,710百万円 2.4％

セグメント損益 48百万円 △85百万円 ―

○ ソフトウェア事業（海外）

海外市場における携帯電話端末及び情報家電関連分野向けに先進ソリューションの提供を行っております。

アジア地域における取り組みとしましては、現地の大手ハンドセットベンダーや通信キャリア向けに当社製品を

提供するほか、日本国内で開発したIoTソリューション・クラウドソリューションの現地展開を図っております。特

に、当社グループのコンテンツ配信技術を活用する取り組みとして、The Walt Disney Company （Korea） Limited

（本社：韓国）よりディズニー作品のデジタルコンテンツを韓国市場向けにローカライズ・開発・配信するためのラ

イセンス権を取得いたしました。今後、iOS及びAndroidの両OS向けに、BtoCコンテンツを順次提供開始する予定で

す。
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また、欧米市場向けには、車載機器やセットトップボックス向けに、様々な情報家電や端末間でコンテンツ・サ

ービスがシームレスかつセキュアに連携するHTML5及びDLNA関連の先進ソリューションの開発・展開を推進するほ

か、新規事業として、あらゆるスマートデバイス上でセキュアなコンテンツ同期サービスを実現するマルチスクリ

ーンソリューション「ACCESS Twine ™」を主として有料テレビ放送事業者向けに提供開始し、大手TVオペレータへの

採用が決定する等の事業成果が得られつつあります。

ソフトウェア事業（海外）
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

前年同四半期比

外部顧客への売上高 730百万円 799百万円 9.4％

セグメント損益 △252百万円 △90百万円 ―

○ ネットワークソフトウェア事業

当社の米国子会社アイピー・インフュージョン・インクが開発したネットワーク機器向け基盤ソフトウェア・プ

ラットフォーム「ZebOS®」の開発・拡販を中核事業として推進するほか、同製品を活用してネットワーク管理機能等

の周辺機能を追加した「ZebIC ™」や「ZebM」等のソリューションを開発・提供しております。また、ネットワーク

仮想化への取り組みとして、柔軟かつ経済的なネットワーク構築・制御を実現するためのキーと目されるネットワ

ーク機能仮想化技術（NFV：Network Function Virtualization）を活用したソリューション等の開発・拡販を推進

しております。

特に、ネットワーク仮想化領域においては、NFV関連の取り組みとして仮想ネットワークプラットフォーム

「VirNOS ™（ヴァーノス）」の本格商用化を推進するほか、新規ソリューションとして、主に国内外のデータセンター

事業者や、データセンターを保有する企業・サービスプロバイダ向けに、ネットワークインフラ設備の初期投資・

運用コストの大幅な低減を実現する統合ネットワークオペレーティングシステム「OcNOS ™（オクノス）」を開発いた

しました。本ソリューションの拡販に当たっては、Dell Inc.（本社：米国）と提携し、Dell社のワールドワイドな

サポート体制の下、Dell社の高性能オープンネットワーキングスイッチ機器に「OcNOS ™」を搭載する形で拡販を推

進しております。

なお、当第２四半期において、SDN（Software Defined Network）技術をベースとした基盤ソフトウェアの研究開

発を目的として、株式会社インターネットイニシアティブ（本社：東京都）と共同で設立した株式会社ストラトス

フィアの合弁を解消し、その事業資産を両社へ承継することに合意いたしました。

ネットワークソフトウェア事業
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

前年同四半期比

外部顧客への売上高 763百万円 1,120百万円 46.7％

セグメント損益 △342百万円 40百万円 ―

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における連結業績は、売上高36億29百万円（前年同四半期比14.7％増）、

経常損失24百万円（前第２四半期連結累計期間は経常損失５億46百万円）、四半期純利益２億13百万円（前第２四半

期連結累計期間は四半期純損失６億53百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、有価証券が増加したものの、受取手形及び売掛金が減少したこと等に

より、前連結会計年度末に比べ４億76百万円減少して324億47百万円となりました。

負債は、買掛金が減少したことにより、前連結会計年度末に比べ２億50百万円減少して17億90百万円となりまし

た。

純資産は、四半期純利益２億13百万円を計上した一方、新株予約権が減少したこと等により、前連結会計年度末

に比べ２億25百万円減少して306億57百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当連結会計年度の業績見通しについては、平成27年４月９日発表の業績予想に変更はありません。なお、詳細に

つきましては、本日（平成27年８月31日）公表しております「平成28年１月期 第２四半期（累計）連結業績予想値

と実績値との差異に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

①「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成25

年12月25日）を第１四半期連結会計期間より適用し、信託が保有する株式に対する当社からの配当金及び信託に関

する諸費用の純額を負債に計上しております。また、従業員に割り当てられたポイントに応じた株式数に、信託が

自社の株式を取得したときの株価を乗じた金額を基礎として、費用及びこれに対応する引当金を計上しております。

当該会計方針の変更は遡及適用され、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については遡及適用後の四半

期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。

　この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第２四半期連結累計期間の営業損失は7,013千円増加、経常損失、税金

等調整前四半期純損失はそれぞれ7,014千円増加しております。

　また、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前期首残高は8,464

千円増加しており、前連結会計年度末の仕掛品、株式給付引当金はそれぞれ1,988千円、6,453千円増加し、資本剰

余金、利益剰余金がそれぞれ15千円、4,452千円減少しております。

②「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日。以下「退

職給付適用指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めに

ついて第１四半期連結会計期間より適用しておりますが、当社は簡便法を適用しているため、退職給付債務及び勤

務費用の計算方法の見直しによる変更はありません。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の損益及び利益剰余金に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年１月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,534,850 23,236,710

受取手形及び売掛金 2,589,979 2,099,133

有価証券 675,141 1,129,817

商品及び製品 28,181 21,265

仕掛品 59,225 150,212

その他 475,040 226,550

貸倒引当金 △69,440 △43,167

流動資産合計 27,292,977 26,820,521

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,463,706 2,470,189

減価償却累計額 △927,263 △956,711

建物及び構築物（純額） 1,536,443 1,513,478

土地 1,130,000 1,130,000

その他 1,067,490 1,071,447

減価償却累計額 △1,028,054 △1,030,595

その他（純額） 39,435 40,851

有形固定資産合計 2,705,878 2,684,330

無形固定資産

その他 9,724 33,249

無形固定資産合計 9,724 33,249

投資その他の資産

投資有価証券 687,606 731,167

長期性定期預金 2,000,000 2,000,000

繰延税金資産 16,097 14,605

その他 211,784 164,115

投資その他の資産合計 2,915,488 2,909,889

固定資産合計 5,631,091 5,627,469

資産合計 32,924,069 32,447,991
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年１月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年７月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 276,486 146,685

未払法人税等 65,342 52,700

賞与引当金 177,090 151,007

受注損失引当金 30,173 9,735

関係会社整理損失引当金 － 7,504

その他 1,199,550 1,094,478

流動負債合計 1,748,642 1,462,111

固定負債

繰延税金負債 35,214 32,297

退職給付に係る負債 115,028 97,624

株式給付引当金 52,701 40,841

その他 89,462 158,004

固定負債合計 292,406 328,767

負債合計 2,041,048 1,790,878

純資産の部

株主資本

資本金 31,391,499 31,399,494

資本剰余金 8,431,093 8,439,088

利益剰余金 △7,036,822 △6,827,088

自己株式 △402,460 △389,320

株主資本合計 32,383,310 32,622,174

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 55,144 65,870

為替換算調整勘定 △2,041,765 △2,123,261

その他の包括利益累計額合計 △1,986,620 △2,057,391

新株予約権 486,330 92,329

純資産合計 30,883,020 30,657,112

負債純資産合計 32,924,069 32,447,991
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年２月１日
　至 平成26年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年２月１日
　至 平成27年７月31日)

売上高 3,164,001 3,629,428

売上原価 1,542,564 1,926,406

売上総利益 1,621,436 1,703,022

販売費及び一般管理費 2,180,054 1,838,408

営業損失（△） △558,618 △135,386

営業外収益

受取利息 27,600 32,364

投資事業組合運用益 10,905 37,162

為替差益 － 28,304

還付消費税等 449 14,322

その他 12,838 10,936

営業外収益合計 51,794 123,089

営業外費用

支払利息 6 －

持分法による投資損失 37,503 10,972

為替差損 267 －

その他 2,296 999

営業外費用合計 40,073 11,971

経常損失（△） △546,897 △24,268

特別利益

固定資産売却益 － 18,496

新株予約権戻入益 － 442,280

特別利益合計 － 460,777

特別損失

商品評価損 － 20,328

関係会社整理損失引当金繰入額 － 7,504

事業構造改善費用 － 69,232

特別退職金 30,313 72,242

事務所移転費用 － 6,395

損害賠償金 － 18,107

為替換算調整勘定取崩損 － 2,396

その他 1,789 －

特別損失合計 32,102 196,207

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△579,000 240,302

法人税、住民税及び事業税 76,205 52,189

法人税等還付税額 － △22,760

法人税等調整額 △1,225 △2,493

法人税等合計 74,980 26,935

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△653,980 213,366

四半期純利益又は四半期純損失（△） △653,980 213,366
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年２月１日
　至 平成26年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年２月１日
　至 平成27年７月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△653,980 213,366

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 11,578 10,725

為替換算調整勘定 △152,748 △81,496

持分法適用会社に対する持分相当額 75 －

その他の包括利益合計 △141,094 △70,770

四半期包括利益 △795,075 142,595

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △795,075 142,595

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年２月１日
至 平成26年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年２月１日
至 平成27年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△579,000 240,302

減価償却費 163,298 55,577

受取利息及び受取配当金 △32,391 △33,757

投資事業組合運用損益（△は益） △10,905 △37,162

支払利息 6 －

持分法による投資損益（△は益） 37,503 10,972

為替差損益（△は益） △9,077 △14,840

固定資産除却損 1,789 －

有形固定資産売却損益（△は益） － △18,496

新株予約権戻入益 － △442,280

特別退職金 30,313 72,242

損害賠償金 － 18,107

事務所移転費用 － 6,395

事業構造改善費用 － 69,232

為替換算調整勘定取崩損 － 2,396

売上債権の増減額（△は増加） 1,627,178 480,655

たな卸資産の増減額（△は増加） △164,200 △83,880

仕入債務の増減額（△は減少） △34,150 △136,536

貸倒引当金の増減額（△は減少） △147,357 △24,544

賞与引当金の増減額（△は減少） △29,694 △26,325

退職給付引当金の増減額（△は減少） △221 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △17,404

受注損失引当金の増減額（△は減少） △19,251 △20,529

株式給付引当金の増減額（△は減少） 298 1,107

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） － 7,504

その他 △95,119 150,764

小計 739,017 259,499

利息及び配当金の受取額 33,137 35,496

利息の支払額 △6 －

法人税等の支払額 △73,341 △18,678

法人税等の還付額 － 22,760

事務所移転費用の支払額 － △6,395

事業構造改善費用の支払額 － △69,232

損害賠償金の支払額 － △18,107

特別退職金の支払額 △39,467 △55,194

営業活動によるキャッシュ・フロー 659,340 150,147
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年２月１日
至 平成26年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年２月１日
至 平成27年７月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △487,970 △477,852

定期預金の払戻による収入 614,046 457,420

有形固定資産の取得による支出 △26,671 △21,014

有形固定資産の売却による収入 － 18,496

無形固定資産の取得による支出 △168,414 △27,813

投資有価証券の取得による支出 △30,582 △17,431

関係会社の清算による収入 － 47,225

短期貸付金の回収による収入 14,700 －

長期貸付けによる支出 △13,090 －

長期貸付金の回収による収入 － 6,048

敷金保証金の払込による支出 △702 △7,070

敷金及び保証金の回収による収入 3,139 25,022

その他 60 200

投資活動によるキャッシュ・フロー △95,484 3,231

財務活動によるキャッシュ・フロー

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 30

配当金の支払額 △186 △3

財務活動によるキャッシュ・フロー △186 26

現金及び現金同等物に係る換算差額 △86,300 4,188

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 477,368 157,593

現金及び現金同等物の期首残高 23,306,162 23,855,990

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ △17,997

現金及び現金同等物の四半期末残高 23,783,531 23,995,586
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　
（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年２月１日 至 平成26年７月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

ソフト
ウェア事業
(国内)

ソフト
ウェア事業
(海外)

ネットワーク
ソフトウェア

事業

売上高

外部顧客への
売上高

1,669,796 730,483 763,721 3,164,001 ― 3,164,001

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

29,279 115,486 ― 144,765 △144,765 ―

計 1,699,075 845,970 763,721 3,308,766 △144,765 3,164,001

セグメント利益又は
損失(△)

48,656 △252,447 △342,149 △545,939 △12,678 △558,618

(注) １. セグメント利益又は損失(△)の調整額△12,678千円は、セグメント間取引消去であります。

２. セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年２月１日 至 平成27年７月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

ソフト
ウェア事業
(国内)

ソフト
ウェア事業
(海外)

ネットワーク
ソフトウェア

事業

売上高

外部顧客への
売上高

1,710,176 799,194 1,120,057 3,629,428 ― 3,629,428

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

72,781 ― 14,551 87,332 △87,332 ―

計 1,782,958 799,194 1,134,608 3,716,761 △87,332 3,629,428

セグメント利益又は
損失(△)

△85,890 △90,696 40,749 △135,837 451 △135,386

(注) １. セグメント利益又は損失(△)の調整額451千円は、セグメント間取引消去であります。

２. セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

　（事業セグメントの区分方法の変更）

第１四半期連結会計期間より、国内及び海外子会社の業績管理区分の一部見直し及び組織変更に伴い、報告セグ

メントを従来の「ソフトウェア事業(国内)」、「ソフトウェア事業(海外)」、「ネットワークソフト事業」及び「フロ

ントエンド事業」の４区分から、「ソフトウェア事業(国内)」、「ソフトウェア事業(海外)」、「ネットワークソフトウ

ェア事業」の３区分に変更しております。

主な変更点としては、従来の「フロントエンド事業」を「ソフトウェア事業(国内)」に統合し、また、従来「ネ

ットワークソフト事業」に区分していた一部の受託開発型事業を「ソフトウェア事業（国内）」の区分に変更してお

ります。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載し

ております。

セグメント名称 事業の内容

ソフトウェア事業（国内）
国内市場における、スマートデバイス・情報家電向け
ソフトウェア及びソリューション等の提供

ソフトウェア事業（海外）
海外市場における、スマートデバイス・情報家電向け
ソフトウェア及びソリューション等の提供

ネットワークソフトウェア事業
ネットワーク機器向けソフトウェア及びネットワーク
仮想化関連ソリューション等の提供

　（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用）

「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示（会

計方針の変更）」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する

取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成25年12月25日）を適用したことに伴い、前第２四半期連

結累計期間のセグメント利益は遡及処理後の数値になっております。

　この結果、従来の方法に比べて前第２四半期連結累計期間のセグメント利益が、ソフトウェア事業(国内)で6,174

千円減少し、セグメント損失がソフトウェア事業(海外)で296千円、ネットワークソフトウェア事業で542千円、そ

れぞれ増加しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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